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第48回男子・第40回女子

全日本教員バスケットボール選手権大会
「おいでませ！山口国体バスケットボール競技リハーサル大会」
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期
日

2010年（平成22年) 8月10日(火)

会
場

●(新潟県)

10:00 男子2回戦

新潟教員 40 63 大阪教員A

(大阪府)○

主審 副審 宇田川貴生  高橋正樹
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新潟教員 大阪教員A
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As

4 - - - - - - - 23 - - - - - - -

5 (C) 10 0 5 0 1 1 0 6 5 0 2 1 4 2 0

6 - - - - - - - 21 2 0 1 0 0 0 0

下川路 深 志

岩 崎 孝 次

－ －

小 沢 貴 文

田 中 秀 明

堀 里 也

選　手　氏　名 選　手　氏　名

藤 田 景 一

27:27 32:18 － －
OT1 OT2

タイム・アウト（経過時間） タイム・アウト（経過時間）
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ OT1 OT2

－19:14 19:32 － －
１Ｑ・２Ｑ ３Ｑ・４Ｑ

－ － 21:17
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6 - - - - - - - 21 2 0 1 0 0 0 0

7 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

8 12 3 0 3 1 2 0 45 3 0 1 1 2 3 0

9 6 0 2 2 3 9 0 11 (C) 18 4 3 0 1 2 1

10 - - - - - - - 9 20 4 3 2 1 2 0

11 8 2 1 0 3 1 0 5 6 0 2 2 2 2 0

12 4 0 1 2 3 1 0 1 3 1 0 0 1 0 0

13 0 0 0 0 1 4 0 10 2 0 1 0 1 6 0

14 - - - - - - - 44 4 0 2 0 2 7 0

仙 波 昇 ニ

岩 崎 孝 次

高 田 真 宏

内 田 裕 一

杉 本 嘉 文

斉 木 洋 介

北 健太郎

小 沢 貴 文

暮 部 隼 人

藤 本 信 吾

中 川 誠 寛

西 岡 良 浩

高 橋 航 平

浜 口 玄 也

増 子 恭 幸

田 中 利 明

斎 藤 崇 人

浅 川 拓
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14 44 4 0 2 0 2 7 0

15 0 0 0 0 1 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0

16 0 0 0 0 0 0 0 33 - - - - - - -

40 5 9 7 13 18 0 63 9 15 6 14 24 1

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル　Ｒ…リバウンド　As…アシスト

北 健太郎

新 宅 博 生信 田 英 樹

コーチ 西 寺 重 信

合計 合計

西 岡 良 浩

室 屋 孝 史品 田 智 之

柏 木 茂 幸 コーチ
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戦　　評

1Q両チーム共ハーフコートマンツーマンでスタート。新潟＃５、大阪＃11が初得点。その後、両チーム共３P

を中心に得点を重ね、残分２で10－10。新潟は外からのシュートで、大阪は速攻を中心に加点し15－14と新

潟リードで終了。2Q.大阪＃11のスティールからの得点で始まる。その後、４分間両チーム無得点。新潟は

ディフェンスをゾーンに変え、リズムを掴もうとするが、大阪のシュートが決まり始める。残り１分、大阪

＃９が、アンスポーツマンライクファールからのフリースローを決め、15－23と大阪が逆転して前半終了。

3Q大阪はディフェンスを1－3－1ゾーンに変えると、新潟のシュートが決まり始め、5分で24－27と3点差とな
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1Q両チーム共ハーフコートマンツーマンでスタート。新潟＃５、大阪＃11が初得点。その後、両チーム共３P

を中心に得点を重ね、残分２で10－10。新潟は外からのシュートで、大阪は速攻を中心に加点し15－14と新

潟リードで終了。2Q.大阪＃11のスティールからの得点で始まる。その後、４分間両チーム無得点。新潟は

ディフェンスをゾーンに変え、リズムを掴もうとするが、大阪のシュートが決まり始める。残り１分、大阪

＃９が、アンスポーツマンライクファールからのフリースローを決め、15－23と大阪が逆転して前半終了。

3Q大阪はディフェンスを1－3－1ゾーンに変えると、新潟のシュートが決まり始め、5分で24－27と3点差とな

る。その後、大阪はマンツーマンに戻し、激しいディフェンスから、新潟のミスを誘う。大阪は、＃９の２

連続３Pなどで得点を重ね、26－36とリードを広げ3Q終了。 4Q開始直後から、大阪＃９のシュートが決まり

続け、2分で28－46とする。新潟もフリースロー等で得点を重ね、再びディフェンスをゾーンにするが、大阪

が落ち着いたディフェンスを続け、主導権を渡さない。結局40－63で大阪が勝利した。
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